




© breath company

テレワーク導入なら【DXO remote】

テレワークや新型コロナウイルス感染症対策のため、 企業全体としてテレワーク導入が急速に進んでいます。 
政府/自治体による助成金の申請も受付開始となりました。 
※新型コロナウイルス感染症対策のためのテレワークコース（厚生労働省）（締切：令和2年5月29日） 
  
このような状況から「テレワークを導入したいがどうしていいか分からない」といった 
ご相談を数多くいただいております。 
システム的な導入ができても、テレワークで社員同士が連携し、しっかりと業務が進められる 
体制を整えていないと、テレワークで事業を前に進めることは難しいのです。 
これまで、進化型組織にアップデートする組織デザインプログラムDXOサービスを提供してきた手放す経営ラボラトリー。 
進化する組織へとチームづくりを行いながら、テレワークが機能する組織への変革をサポートします。 
  
この度、よりスピード感を持ってリモートワーク導入を進めることに特化した 
「DXO remote」のサービス提供を令和2年4月1日よりスタートしました。 
こちら、テレワーク導入コンサルタント費用として助成金の対象となるサービスとなりますので、 
この機会にご検討ください。
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【DXO remote】が実現できること

テレワーク導入と共に、劇的な生産性の向上を実現！ 

①組織と業務の整理 
②数値目標(KPI)の再設定 
③情報の透明化。 
　　※デジタルツールを活用 

④会議体の整理
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【DXO remote】サービスの流れ

no. 内　　　容 必要性

1 現状把握と優先順位づけ（目的・ビジョンの確認）
2 ハード面の整備（ツール、労務管理、クラウドストレージ）
3 組織と業務の整理 ✔

4 数値目標(KPI)の再設定
5 会議体の整理 ✔

6 情報の透明化（主にコミュニケーションツール） ✔

7 助成金の申請(※)
8 社内オリエンテーション～導入

最大8つのステップでスムーズな運用をサポート 

※テレワーク助成金の申請も対応可能！ 
※8つのステップのうち、必要な項目だけを選ぶこともできます
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お気軽にご相談ください

課題① 環境がない 
課題② 勤務時間が把握しにくい 
課題③ テレワークできる業務がない 
課題④ 管理できない 
課題⑤ ITや業務改善に詳しい社員がいない etc.






